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背景と目的 
Amazonや楽天をはじめとしたネットショッピングが
日常化している。 

インナーウェアも大手webサービス会社と連携、ま
た、自社通販が盛んに行われるようになる。 

素肌に身に着けるインナーウェアならではの問題
を実際の消費者レビューを基に現状調査と課題の
顕在化、今後の展望について研究する。 

 

着け心地が
良くない！ 

下着だから
返品が難し
い… 

サイズが合わ
ない！ 



概要 

消費者の意識と口コミデータから現状とニーズを
明らかにし、ギャップが生じているならばそれを埋
めるために今後何が必要かを考察する。 

現状調査 課題発見 改善案例 



対象商品 
株式会社ワコールホールディングス 
URL:http://www.wacoalholdings.jp/ 

LALANより「リボンブラ」 
テーマ：朝の谷間、ながもち、リボンブラ 

胸にぴったりフィットし、朝着けてから夜はずすまで谷間を
綺麗にキープし続ける「キープリボン構造」が特徴。 

CM「うわさのリボンブラ体操」で注目を浴びる。 

売上累計210万枚を超えるヒット商品。 



主なターゲット層の現状意識 
ブラジャー選びの実態・意識調査 

出所:株式会社ワコール 
「からだと下着に関する1万人白書」(2011) 

8割以上が何らかの
不具合を感じている。 

不具合のほとんど
はジャストサイズを
選べば解決できる

もの！ 



ブラジャー購入時の試着・採寸頻度 

出所:株式会社ワコール 
「からだと下着に関する1万人白書」(2011) 

採寸・試着をする割
合は半数以下。 

不具合をなくす
ためにはどちら
も必須！ 



試着・採寸をしない理由は？ 

出所:株式会社ワコール 
「からだと下着に関する1万人白書」(2011) 

感情的要因が大きい。 

製品ごとの特徴があるた
め、サイズがわかってい
ても試着・採寸が勧めら

れている。 



現状:ブラジャーに対する不満が多い。 

理想:ぴったりのブラジャーをつけたい。 

 
「負」のギャップが生じている。 

解消するためには… 
試着・採寸がベストだが、「面倒くさい」「恥ずかしい」といっ
た感情的な隔たりが大きい 

試着・採寸の推奨は
ギャップ解消の動機づ
けとしては不十分！ 

「正」の状態へ 

報酬型の動機づけが
必要！ 



TMSによるデータ解析 
単語頻度解析 

ネガティブな単語が少ない 

商品に対する満足度は非常
に高い。 



係り受け頻度解析 

「今までのブラとは違う」と
いったポジティブなレビュー

が多い。 

「人気なので届くか不安だった」
「欲しい色が品切れだった」 
「この色が欲しい！」 
といった要望が多い。 



評判抽出 

「他のブラはつ(付/着)け

られない」といったポジ
ティブなレビューが多い。 



ことばネットワーク 

ポジティブなレビュー
多数 

商品の売りをきちんと
果たせている 



原文参照 

谷間形成に重きを置き、
カップが浅めになっている
ためワンサイズ上がジャス
ト、という声が多い。 

店頭試着⇒通販で購入 

という場合も多い。 



「お店より安い」 
「店頭は売り切れだった」 
「色違いが欲しい」 

といった理由でネットが選
ばれている。 

「サイズぴったり」「調節す
れば問題なし」といった声

が多い 

不具合報告はなし 



課題の抽出 

負の状態からの解消ではなく、正の状態への報酬
として消費者に動機づけする。 

オンラインストアの顧客便益の分析 

店頭よりも安価 

色違いを手軽に購入可能 

しかし… 

「サイズがぴったり合っている」 

というブラジャーとして最低限の満足を満た
していなければ意味をなさない＋αの便益 



正の状態への、報酬的動機づけとは？ 

感覚的満足、知的刺激、社会的承認のために自
分自身に報酬を与えて正の方向へ転換する動機
のこと。 

動機の基盤が感情にある。 

美しくなりたい！ 

人からきれいだと思わ
れたい！ 

服 

髪型 

化粧 

雰囲気 
そのためには…？ 

こうしたプロセス自体が楽しみとなり、快感を得るものになる
場合がある。 



「きれいになる」ためのプロセスの一つである「ブラ
ジャー選び」を楽しみとさせる。 

楽しみ、となるために必要な要素とは…？ 

下着ではなく、洋服を選ぶような感覚 

理屈では説明できない下着が及ぼす
ポジティブな精神的影響 



今後の展望 
現状 
非常に便利で手軽だが、女性用インナーウェアにおいてオ
ンラインストアは満足度の＋α 

ブラジャーとして最低限の満足「サイズがぴったり」「着用
時に違和感や不快感がない」が満たされてなければならな
い。 

「ブラジャーに満足していない」「最低限の満足ができてい
ない」と感じている消費者は8割以上存在する。 



課題 
最低限の満足を満たすためには「自分のバストサイズを把
握すること」が不可欠。 

しかし、試着・採寸は嫌だという意見多数。 



提案 

 
ぴったりのブラを見つけるための試着・採寸 

より美しい女性になるための必要段階 

洋服選びの感覚で購入できる販売
員対応(接客＋営業) 

ポジティブな精神的影響の消費者
認知 

そのために今後
必要なものは… 
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